
地域魅力発見！！ 
 令和３年度 地域課題探究４班 
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1 渋草焼き 

～渋草焼きの技術～ 

 

 

 

 

 

 

 
・歴史 

１８０年以上の歴史があります！！ 

１９９２年３月３０日に岐阜県郷土工芸指定品

に指定されたのです!! 

2 山中和紙 楮（こうぞ）の皮剥ぎ体験 

～楮の皮剥ぎ体験～ 

 

 

 

 

 

 

 
・歴史と特徴 

８００年前の鎌倉時代から続く伝統の 

手すき和紙なんです。 

山中和紙を語るうえで絶対に外せないもの、

それは“雪ざらし”でしょう。 

 
河合という豪雪地帯でしかできない製法 

なんと❄雪❄で漂白しているのです！！  
 

                                                                                                      

飛騨市地域振興課が

運営している 

“ヒダスケ！” 

に参加しました。 

（１１月１３日） 

                                              

 



・和紙の使い道について 
実は、和紙は、 

身近なものにも使われてます!! 
 

障子紙 

アクセサリー 
名刺（サラリーマンの必需品） 

飲み物のラベル 

  傘 

 

☆実は...大河ドラマ“麒麟が来る”では、 

和紙で作られた和傘が登場しました!! 

 

 

 

 

 

 

そしてこれらが紹介された 

「美しの紙展」が飛騨市美術館で 

開催されました!! （１２月４日～１月２３日） 

期間中は、 

和傘の撮影スポットや 

写経や提灯作りなどのワークショップ 

などで、和紙の魅力を感じました。                         

 

そして、私達のグループは 

会場のエントランスに展示されていた 

「紙の回廊」のお手伝いをしました。 

 

・ 



吉城高校和紙アートワークショップ 
２月２８日に、「美しの紙展」 

和紙アート展示の吉城高校バージョンを 

開催しました!! 

 

当初の計画では、参加してみたいという

３年生に放課後、職員室前に集まってもら

い行う予定でした。 

でも、時間割が変更されたこともあり、

計画どおりに行きませんでした。 

そこで前日に私たちで事前準備をして、

次の日に、３年生の皆さんがスムーズに作

業ができるようにしました。 

本当はこの事前準備の作業から３年生

にやってもらう予定だったのでまだまだ

見通しが甘いなと感じました。 

そんな中でも各クラスで素晴らしい作品

を作ってくれて 十分開催した価値はある

と思います!!! 

～参加者（卒業生）のコメント～ 
「他にどんな模様があるか知りたい」 

 

「和紙に色も付けたい」 

 

「教室の作品がすごくきれいでとても印象

に残りました。」 

 

そのほかにも、 

「和紙アートワークショップに参加してみ

て、伝統工芸品に対して興味がある人もこ

れまで興味がなかった人も楽しめたので、

これからも続けてほしいです。」 

 

 

 

どんな作品を作ったのかを知りたい人は

次のフォトギャラリーを見てみてください 

 



＜フォトギャラリー① ヒダスケ 楮の皮剥ぎ＞ 

   

   



＜フォトギャラリー②  美しの紙展＞ 

   

   



＜フォトギャラリー③ 吉城高校和紙アートワークショップ＞ 

   

   


